
競技規則

1) ２０２４年度オフィシャルルールに準拠する。

2) 投球距離は、12.19ｍとする。

3) 登録選手全員の氏名を打順表に記載すること。登録選手でも打順表に記載されていない場合は、

出場できない。（ベンチにも入れない）

4) 金属製スパイク・セラミック製スパイクの使用を禁止する。

5) ファウル地域での投球練習は、試合進行を妨げないことを条件に当該チーム側での1組に限る。

選手の集合

選手・監督は試合開始予定時刻の３０分前、または前試合の４回終了時に、予定の競技場

に集合していること。原則、集合していない場合は棄権とみなす。

打順表の記入・提出

打順表は大会主管支部で用意する。

打順表に必要事項（登録選手全員の名前等）を記入し、第１試合は試合開始予定時刻の３０分

前までに、第２試合以降は前試合の４回終了時に、当該球場審判員に５部提出すること。

自チーム・相手チームの打順表は、審判員（及び記録員）が確認した後に受け取ること。

競技者席

組合せ番号の若いチームを一塁側ベンチとする。連続試合の場合は、ベンチ移動なしとする。

登録メンバー以外はベンチに入れない。

フィールディング

後攻チームより先に５分間とし、審判員の指示に従うこと。なお、天候条件等により時間を

短縮したり、省略することもある。

競技用具

試合球は、（公財）日本ソフトボール協会検定ゴム製３号球（内外ゴム製：コルク）とし

大会主管支部が用意する。

規格以外のもの及び危険と思われるバット、ヘルメット等の用具は、試合終了まで審判員が預か

るので、試合終了後受け取りに来ること。ロジンはチームで用意する。

攻守交代時のボールの取り扱い

特に指示のない場合は、投手板の近くに置くこと。試合終了時は、審判員に渡すこと。

コールドゲーム等の適用

サスペンデッドゲームは、採用しない。

９０分または７回を越えて新しいイニングに入らない。９０分または７回終了時同点の場合は、

次イニングよりタイブレークを採用する。タイブレークで２イニング終了しても同点の場合は、

抽選により勝敗を決する。

試合中の傷害等について

試合中に発生した傷害等については、チームで対処すること。参加チームはスポーツ安全保険に

必ず加入のこと。落雷の危険性がある場合は、直ちに試合を中断し安全を確認する。

新型コロナウイルス感染症対策の厳守事項

高崎市の施設を利用する際の厳守事項について、各チーム内で情報共有し実践すること。

荒天時の開催決定と連絡先

主催・主管者からは連絡はしませんので、チームより下記へ連絡してください。

決定時間 第１・２日目とも 午前６時３０分

連絡先 高崎市ソフトボール協会

理事長　　井草修一　　０９０－２６５３－３０２６

理事長　　入　修一　　０９０－４７５３－５７７０
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